
令 和 ５ 年 ６ 月 １ ６ 日

国 土 交 通 省

中 部 地 方 整 備 局

矢 作 ダ ム 管 理 所

６月２日からの梅雨前線による被害を

低減しました

１．概要

６月２日からの梅雨前線に伴う出水について、矢作ダムの洪水調節効果を試算

しました。

２．ダム管理の状況

６月１日

１７時１５分 注意体制

６月２日

８時００分 警戒体制

８時００分 洪水吐きゲートより放流を開始

１３時００分 ダムへの流入量が８００ m3/s を越えたため、非常体制に切り

替え流入する水の一部についてダムへの貯め上げを実施

１５時５１分 最大流入量（１，４４０ m3/s）を記録

１７時４７分 ダムへの流入量が８００ m3/s を下回ったため、警戒体制に切

り替え

３．配布先

豊田市政記者クラブ・豊田市政記者東クラブ

４．問い合わせ先

国土交通省 中部地方整備局

矢作ダム管理所 建設専門官 冨田

電話：０５６５ -６８ -２３２１

事務所ＨＰ：https://www.cbr.mlit.go.jp/yahagi/index.php



中部地方整備局
矢作ダム管理所

矢作ダムの洪水調節効果【速報版】

〇台風２号台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による大雨により令和５年６月１日深夜
より降り始めた降雨は、６月２日早朝より強く降り始め昼頃より猛烈な雨をもたらしました。

〇矢作ダムでは、６月１日の降り始めからの累加雨量は２３９mmとなり、最大時間雨量も流
域平均で２９．６mm/hを記録しました。

〇矢作ダムにおいて、６月２日で１，０００㎥/ｓを超える流入量は、管理開始以来最も早い年
であった平成１６年６月２１日を１９年ぶりに更新することとなりました。

６月２日 １２：００時点 ６月２日 １８：００時点

注）この資料は速報として取り纏めたものであり、後日一部訂正や追加をすることがあります。

矢作ダム

６月２日 １３：１０時点



中部地方整備局
矢作ダム管理所

矢作ダムの洪水調節効果【速報版】

〇６月２日の降り始めからの累加雨量は流域平均で２３９mmを超え、最大時間雨量も流域
平均で２９．６mm/hを記録しました。

〇矢作ダムでは６月２日８：００より防災操作を開始しました。その後、６月２日１３時００分に
流入量が８００㎥/sを超過したため、１７時４５分までの間洪水調節を実施しました。

注）この資料は速報として取り纏めたものであり、後日一部訂正や追加をすることがあります。

洪水調節量：約440㎥/s

ピーク流入量約1,441㎥/s

流入ピーク時放流量 約1,002㎥/s



中部地方整備局
矢作ダム管理所

矢作ダムの洪水調節効果【速報版】

〇矢作ダム地点で最大流入量約1,440㎥/sを観測しましたが、矢作ダ
ムの洪水調節（防災操作）により、下流へ流れる洪水の量を最大約
４４０㎥/sを調節しました。

〇これにより、ダムがない場合と比較して、阿摺ダム下流（河口より
54.2kp）地点において、約１０２ｃｍの水位低減効果があったものと推
測されます。

○また、直轄管理区間の岩津(河口より２９．２kp)地点ではダムがない
場合と比較して約４０cmの低減効果があったと推測されます。

６月２日 １５：５０時点

氾濫危険水位　8.50m

計画高水位　10.89m

(左岸) (右岸)

避難判断水位　7.80m

氾濫注意水位　4.90m

ダムがない場合の水位

ダムがある場合の水位

約40cmの水位低減効果

矢作川54.2kp（阿摺ダム下流）横断図矢作川29.2kp（岩津地点）横断図

あ ず り

注）この資料は速報として取り纏めたものであり、後日一部訂正や追加をすることがあります。

あ ず り
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